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本報告書に関するお問い合わせ先

イオンクレジットサービス株式会社

東京都千代田区神田美土代町1 CSR本部　品質管理室

Tel ：03-5281-3434

URL：http://www.aeoncredit.co.jp/aeon/activity

編集方針

当社の事業活動はお客さま、お取引先さま、従業員、株主・投資家

の皆さま、地域社会など多くのステークホルダーによって支えられ

ています。ステークホルダーに対して当社が貢献できることは何か

を「企業の社会的責任（CSR）」の観点から見つめる機会として、また

その活動を皆さまに知っていただくため、2005年よりCSRレポー

トを発行しています。

この報告書は、GRI※の「サスティナビリティ・リポーティング・ガイ

ドライン2002」を参照し、編集しています。

※GRI：持続可能性報告書の国際的なガイドラインの立案と普及を

目的とする団体。

本報告書の対象範囲

対象組織：イオンクレジットサービス（株）と連結子会社を報告対象

とします。

対象期間：2007年2月21日～2008年2月20日

（一部対象期間外の記述もあります）

報告書発行日：2008年5月

会 社 名

本社所在地

設 立

資 本 金

代 表 者

社 員 数

カード会員数

：イオンクレジットサービス株式会社

（英文社名：AEON CREDIT SERVICE CO., LTD.）

：東京都千代田区神田美土代町1番地

：1981年6月20日

：154億6,650万円

：代表取締役社長　森　美樹

：4,543人（連結）、903人（単独）

：1,839万人（うち海外286万人）

会社概要（2008年2月20日現在）

イオンクレジットサービスは、日本で、そしてアジアの国々で、

「お客さまの未来と信用を活かす生活応援企業」を経営理念として、

お客さまの声を大切にし、生活に密着した金融サービスの提供を通じて

お客さまの信頼と期待に応え続けてまいります。
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ご挨拶 事業活動とCSRのかかわり

お客さまの快適で�
便利なくらしのために�

環境と社会への�
思いやり�

従業員とともに�
CSR活動の�
向上のために�

クレジット�
カード�
事業�

電子マネー�
事業�

サービサー�
事業�

銀行代理業�

保険代理店�
事業�

海外事業�

お客さま

株
主・投資家さま

お
取
引
先
さ
ま

地
域
社
会
・
地
球
環
境

従業
員

取締役会長

昨今、地球温暖化、貧困、偽装や個人情報保護に関する問題など、

多様な問題が発生しており、企業の社会的責任に対するお客さまや

社会からの要請は一層の高まりを見せております。このような環境

のなか、商品・サービスの利便性向上はもとより、企業としての信頼

を高めることが重要な要素であると認識しており、安全・安心への取

り組みや環境保全・社会貢献活動に継続して取り組んでおります。

当社は、お客さまに身近な流通系カード会社としての優位性を活

かして、生活に密着した領域において加盟店と一体となったサービ

スの提供に注力しており、さらに、広がりを見せる交通分野、趣味の

分野、医療・公共分野、小額決済分野などへのサービスを展開し、お

客さまのニーズへの対応に努めております。

安全・安心への取り組みといたしましては、個人情報保護を始めと

したセキュリティ強化に継続して取り組むとともに、改正貸金業法、

日本版SOX法への対応につきましても、専任プロジェクト体制によ

り着実に実行を進め、コンプライアンス・内部統制の強化に取り組

んでおります。

また、環境ISO14001のマネジメントシステムに基づくエネルギ

ーの使用量削減などに取り組むとともに、国内外における植樹活動

を行い、地球温暖化防止に向けた取り組みを継続しております。

さらに、全国の社会福祉施設とのボランティア交流や、災害時の被

災者への支援募金活動、クレジット利用を通じてお客さまの善意を募

集する活動など、よき企業市民としての活動を継続しております。

今後ともよりよいサービスの提供と安全・安心を追求し、みなさ

まの信頼と期待に応え続けてまいりたいと考えております。

詳細につきましては是非この「CSRレポート2008」をご覧いただ

き、当社のCSRの取り組みについて、ご意見を賜りますようお願い

申し上げます。
当社の事業活動は、お客さま、お取引先さ

ま、従業員、株主・投資家の皆さま、地域社

会・行政など、多くの方々によって支えられて

います。当社は、事業活動を通じて、これらス

テークホルダーの方々と良好な関係を築くこ

とが、持続可能な社会づくりに寄与するもの

と考えています。

お客さま
「すべてはお客さまのために」の視点で行動し、
日々のくらしに密着した「安心」と「信頼」を提供します。

お取引先さま
公正な取引を通じ、対等なパートナーとして、お取引先さまの繁栄を願います。

従業員
仕事を通じて、満足感、達成感を得られるようにします。

株主・投資家さま
革新的な経営の実践による持続的な成長と株主利益を追求します。

地域社会・地球環境
企業市民として、地域の人々とともに、地域社会の発展に貢献します。

当社のステークホルダー

5月13日付けで代表取締役社長から取締役会長へ就任いたしました。

また、今回イオン（株）が8月21日付で純粋持株会社に移行することに伴い、イオン（株）の取締役兼執行役総合金融事業最高経営責任者としてグループの

クレジット・銀行・保険などの総合金融全般を担当する予定となっております。



携帯電話のときめきポイン

ト交換商品画面
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サービスの向上と改善を続けます
お客さまの「声」に真摯に耳を傾け、
当社のサービス向上・改善に活かしています。

お客さまの声から改善

当社では、コールセンターや全国の事業所

などに寄せられるお客さまからのご意見・ご

要望を「承りカード」に記入し、それらの声を

サービスの改善につなげるため、従業員が検

討を行い「業務改善提案書」を起票しています。

これらは、部門横断的にメンバーが集まる品

質業務改善委員会等にて討議され、具現化し

ています。

改善への取り組み

コールセンターでは、電子マネーをはじめ

とするさまざまな新サービスの提供により、

お問い合わせ件数が増加し、お客さまをお待

たせすることが多く、ご迷惑をおかけしてい

ました。このような状況を改善するため、コ

ールセンターの人員を増強するとともに、お

客さまにとって見やすく、わかりやすいホー

ムページ、ダイレクトメール、店舗での掲示物

等の作成に取り組みました。また、携帯電話

お客さまの声による改善事例

※1：

品質方針

私たちイオンクレジットサービスはクレジットカード事業におい

てお客さま対応業務を対象に品質マネジメントシステムを構築

し、お客さまの満足を向上するためシステムの継続的な推進と

改善に取り組んでまいります。

1. お客さまの声を大切にし、お客さまの信頼と期待に応え続け

てまいります。

2. お客さまに正確かつ迅速な事務サービスを提供するととも

に、その向上に努めてまいります。

3. お客さまひとりひとりに、真心のこもった接客サービスを提

供してまいります。
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お客さまの快適で便利なくらしのために

携帯電話からの

ときめきポイント交換商品閲覧

携帯電話の普及と機能充実に伴い、携帯電

話からさまざまな情報を検索、取得する方も

増えてきました。当社でも、携帯電話サイト

の受付メニュー拡充に取り組み、2006年度

より携帯電話からの応募受付を開始しました

が、これまで「ときめきポイント」応募商品の

品番を掲載できていませんでした。「品番がわ

からないので、結局カタログ取り寄せをしな

ければならず、その場で応募できない」とい

うお客さまの声をいただき、2007年9月よ

り、携帯電話サイト※1にときめきポイント交

換商品の品番を掲載するように改善。思い立

った時にすぐ閲覧していただけるようになり

ました。

自動音声応答サービスからの

ときめきポイント応募受付

これまで、ときめきポイントの商品交換の

応募受付は、ご利用明細書の裏面をときめき

ポイントの応募用紙とした郵送による受付

と、インターネットでの受付をしていました。

しかし、「郵送費がかかるので、簡単に応募で

きるようにしてほしい」というお客さまの声を

いただき、2007年11月より、電話の自動音

その他　13%�

�

審査・与信　4%�

総務・経理　7%�

�

�

債権管理　16%

�

営業関連　38%�

�

�

�

�

�

�

�

システム関連　21%�

�

計�
1,442件�

業務改善提案書内訳（2007年度）

お客さまが「まいにち」のくらしのなかで快適にクレジットカードをご利用いただけるよう、
サービスの拡大やセキュリティに取り組んでいます。

お客さまの快適で便利なくらしのために

2002年に品質マネジメントシステム「ISO9001※2」を認

証取得しており、現在まで継続的に認証を受けています。品質

偽装が社会的な問題になったことから、当社に対しても品質と

Column

品質マネジメントシステム

※2：

サイトや自動音声応答サービスの受付メニュ

ーを拡充し、お客さまのお問い合わせ窓口を

充実させました。さらに、コールセンターで

応答できない場合に、当社から折り返しの電

話連絡を行うサービスを開始しました。この

ように全社を挙げて、部門横断的に改善に取

り組んだことで、現在では多くのお問い合わ

せに対応できるようになりました。当社にと

ってお客さまの「声」を承ることは、とても重

要であることを認識し、今後もお客さまをお

待たせすることなく対応できるよう、さらな

るサービスの向上に取り組んでいきます。

声応答サービスでときめきポイントの応募が

できるよう改善しました。同時に、電話で商

品カタログの取り寄せも可能になりました。

コールバック

受付システムの導入

コールセンターへは毎日数多くのお電話を

いただき、とくにご利用明細書の到着時期は

月間問い合わせ件数の35％が集中します。

そのため、コールセンターで応答ができない

場合に、お客さまの会員番号、ご希望の日時

を録音していただけるシステムを導入し、お

客さまのご希望日時に当社から電話連絡を行

うサービスを実施したことで、多くのお問い

合わせに対応することができました。

今後も、お客さまの声を品質改善に活かし

て、システム改善・運営体制の改善に取り組

んでいきます。

事例1

事例2

事例3

サービスに関してお客さま

のご意見をいただく機会が

増えてきました。

当社では、お客さまに高

品質のサービスを提供する

ため、品質マネジメントシス

テムによる継続的な業務の

見直し、実務マニュアルの

整備、定期的な教育訓練の

実施、目標の進捗管理を徹

底しています。
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新たなサービスを提供します
2007年も新たなカードを発行し、
お客さまの豊かなくらしを支えるお手伝いをしています。

アジア地域でもお客さまのためにサービスを提供しています
当社はアジアの国と地域でもお客さまの声を大切にし、
生活に密着したサービスを提供しています。

業務開始20周年（香港）

1987年から香港で事業を展開している

「イオンクレジットサービス（アジア）」は、

2007年度に業務開始20周年を迎えまし

た。流通系カード会社としては当社が初めて

現地法人が証券取引所上場
（マレーシア）

1996年12月に設立したマレーシア現地

法人が、11年目となる2007年12月にマレ

ーシア証券取引所（メインボード・一部上場）

に上場を果たしました。設立以降、家電、家

具、バイク等のハイヤーパーチェス事業※、ロ

ーン事業、保険代理店事業など、現地のお客

さまを対象としたダイレクトビジネスを展開。

2005年にマレーシアのノンバンク初となる

クレジットカード発行、ATMサービスの業務

を開始し、順次サービスを広げています。

2007年1月には、日系企業として初めてイス

ラム金融方式での資金調達を実施、着実に事

業拡大を行っています。2008年2月現在、ク

レジット会員は9万人、営業拠点は26ヶ所と

なり、マレーシア有数のクレジットカード会社

に成長しました。これからも、マレーシアの

お客さまの生活に密着したサービスを提供

し、お客さまの信頼と期待に応えていきます。

さまざまなサービスの提供

2007年もお客さま満足の向上に取り組

み、さまざまなサービスを提供しました。

キャッシュレス社会への対応

小額決済におけるキャッシュレス化の進展に

対応し、お客さまの利便性の向上をめざすた

め、東日本旅客鉄道（株）との提携によるイオン

Suicaカード、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモとの提

携によるイオンiDに続き、イオンの電子マネー

「WAON」をいち早く搭載したWAON一体型

カードを発行しました。 サービサー会社設立（タイ）

1992年12月、当社はタイに現地法人を

設立。ハイヤーパーチェス事業を中心に、事

業の拡大に取り組みました。さらに、1996

年にはそのノウハウを活かし、クレジットカー

ド発行を開始。カード人口は順調に拡大を続

け、2008年2月現在、カード会員数が165

万人に達しています。

その後も、リース事業、損害保険代理店事

業、生命保険代理店事業などの会社を設立し、

総合金融グループとしてタイにおける業務を

拡大。この度、サービサー事業を行う5社目

の会社を設立、2007年4月より業務を開始

しました。これにより、タイにおける事業は

さらに広がりをみせます。これからも、お客

さまの利便性、満足度を高めるさらなる取り

組みを行っていきます。

マレーシア

の香港進出でしたが、ハイヤーパーチェス事

業とオートローン事業からはじめ、1993年

のクレジットカード発行、2003年の保険代

理店事業開始、2004年のサービサー事業開

始など、順調に事業を拡大していきました。

さらにお客さまの満足のため、2006年に

はISO27001、2007年2月にはISO9001、

10002を取得するなど、品質向上や情報セ

キュリティや苦情対応などに自主的、重点的

に取り組んでいます。これからも、信頼でき

る会社をめざし歩み続けます。

新しいカードの発行

お客さまのさまざまなライフスタイルに合

わせ、島村楽器（株）との提携による｢シマム

ラミュージックカード｣、近畿日本ツーリスト

（株）との提携による｢KNTカード｣、三菱商事

石油（株）との提携による｢三菱商事石油・イ

オンカード｣を発行しました。また、リボルビ

ング払い専用の｢イオンスマートペイカード｣

を発行し、お支払いの多様性に対応できるよ

うになりました。

決済領域の拡大

お客さまのさらなる利便性の向上のため、

これまでの電気・ガス料金に加えて、NHK放

送受信料や東京23区および横浜市の水道・

下水道料金のカード決済を開始しました。複

数ある支払日を一つにまとめることができ、

またご利用明細書に個別の欄を設け、家計簿

として管理いただけるようにしています。

受信料�

趣味�

ショッピング�

鉄道�

航空� 公共料金�

ガソリン�

旅行�

香港

イオンスマートペイカード

三菱商事石油・イオンカード

シマムラミュージックカード

KNTカード

※ハイヤーパーチェス：

個品割賦

タイ

イオンSuicaカード

ご利用明細書

イオンJMBカード

（JMB WAON一体型）
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お客さまの情報を守ります
お客さまからお預かりした情報を守ることを当社にとって、もっとも大切な業務のひとつと捉え、
全社を挙げてセキュリティに取り組んでいます。

個人情報保護への取り組み

当社は、お預かりした個人情報を保護する

ことがもっとも重要な責務のひとつとして認

識し、さまざまな面から安全管理を徹底して

います。

組織面では、社長を委員長とする「個人情

報安全管理委員会」で、定期的に個人情報保

護に関する対策の評価・見直しを行っていま

す。専任部署の「個人情報保護室」では個人情

報保護対策を全社へさらに浸透させるため、

実施状況をチェックし、指導しています。また

各部署の長を「個人情報安全管理者」に任命

し、各部署にて対策実施状況のチェック、指

導・教育を実施しています。

技術面では、個人情報照会システムへのア

クセス管理、eメール・インターネットの使用

制限、パソコンからの外部記録機能の削除、

全アクセスログの保存・分析を実施していま

す。また全拠点に「ICカードによる入退室管

理システム※1」、全端末に「指静脈による本人

認証システム※2」を導入するとともに、「モニ

タリングセンター※3」にて一元的に管理し、

技術的対策の運用状況をチェックしています。

人的な面では全従業員と守秘義務に関する

誓約書を交わすとともに、教育・研修を行い、

個人情報保護に対する意識の向上と、情報機

器・記録媒体の持込み・持ち出し禁止、コピ

ー・FAXの使用管理、書類の授受管理など安

全管理を徹底しています。

※1：

「入退室管理システム」

より高度なセキュリティ空

間を構築するため、国内の

事業所に統一ICカードによ

る「入退室管理システム」を

導入しています。これによ

り、執務室ごとに入室権限

を設定し、権限を付与され

ていない者の侵入を防ぎ、

退室記録を管理することが

可能となりました。

※2：指静脈認証システム

※3：モニタリングセンター

個人情報保護方針

私たちイオンクレジットサービスは「お客さまの未来と信用を活かす生活応援企業」を経営

理念に掲げ、クレジットカード事業をはじめとする総合ファイナンス事業を通じて、価値ある

商品とサービスの提供に努めてまいります。同時に、私たちイオンクレジットサービスは、

お預かりした個人情報を適切に管理し、利用することが当社に課せられた社会的責務と認

識し、自ら積極的・継続的に個人情報の保護に全力で取り組んでまいります。

1. 当社は、お客さまからお預かりした個人情報の取扱いに関して、法令その他の規範を遵

守いたします。

2. 当社は、個人情報を会員規約等に基づく利用目的の範囲内で利用させていただきます。

3. 当社は、お預かりした個人情報への不正アクセス、個人情報の紛失、破壊、改ざん及び漏

えい等の防止のため、従業員教育、内部体制、システムセキュリティ等を継続的に見直し、

是正いたします。

4. 当社は、お預かりした情報の処理を外部の企業に委託する場合は、個人情報の保護が充

分に図られている企業を選定して個人情報保護の契約を締結し、個人情報保護体制を監

督いたします。

5. 当社は、お役に立つさまざまな情報を当社及び当社が提携する企業からダイレクトメー

ル等でご案内しておりますが、ご希望にならない場合はお申し出をいただければ迅速に

停止等の処理をいたします。

6. 当社は、お預かりした個人情報を利用目的に応じ、必要な範囲内において正確かつ最新

の状態で管理いたします。また、お客さまから情報の照会、訂正等のお申し出をいただ

いた場合、万が一誤った情報があれば迅速に訂正等をいたします。

7. 当社は、個人情報の苦情及び相談等について迅速かつ適切に、また誠意をもって対応い

たします。

8. 当社は、個人情報保護マネジメントシステムにおける規程を制定し、体制を整え、運用を

行い、定期的な監査及び見直しを行い、この宣言を継続的に遵守、改善することに万全を

尽くします。
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お客さまの快適で便利なくらしのために

また、個人情報取扱業務を委託しているす

べての企業に対して、守秘義務契約を締結し、

日々の業務における安全管理措置を継続的に

要請するとともに、運用状況を定期的に確認

しています。

個人情報保護に関する認証取得

個人情報などの情報資産の安全性確保の

ため、厳しい管理体制を構築するとともに、

そのマネジメントシステムにおいて第三者の

認証を取得しています。

情報セキュリティマネジメントシステムの

国際規格ISO27001※4の認証を当社および

タイ・香港・マレーシアの現地法人にて取得

しています。また個人情報の取り扱いについ

て適正な保護処置の整備を認証する「プライ

バシーマーク※5」は、より厳格に改正された

審査基準にて2007年に更新認定を受けまし

た。インターネット・携帯電話サイト上での個

人情報保護体制を評価する「TRUSTe※6」と

合わせた個人情報保護に関する三つの認証取

得は、業界初となります。今後も、お客さま

の安全を守り、安心を提供していきます。

カードの不正使用防止

紛失・盗難等によってお客さまのカードが

不正に使用されることを防止するため、不正

検知システムによるカード不正使用被害の未

然防止、早期発見に取り組んでいます。

不正検知システムとは、加盟店でカードの

ご利用データを瞬時に選別し、不正使用の可

能性が高い取引を見つけ出すシステムです。

疑いのある取引が発生した場合はただちにお

客さまへ確認のご連絡をさせていただき被害

の拡大を防ぎます。

カードの紛失・盗難時の対応

お客さまからの各種お問い合わせに対応す

る「コールセンター」のほか、24時間いつで

もどこからでもお問い合わせに対応する「ホ

ットライン24」を設置しています。

カード紛失・盗難の連絡が入ると、ただち

にカード無効手続きを行うとともに、不正使

用の有無を確認します。万が一被害があった

際も、カード盗難保障制度により損害が保障

されますのでご安心いただけます。

※4：

※5：

国内の連結子会社であるエ

ヌ・シー・エス興産（株）

（現・イオン保険サービス

（株））、エー・シー・エス債

権管理回収（株）でもプラ

イバシ－マ－クの認証を取

得しています。

インタ－ネット上でもお客

さまのプライバシ－保護に

努めています。

※6：

10660002 (03 )



種類

法令遵守

個人情報保護

審査

管理

資格

貸金業務取扱主任者

コンプライアンスオフィサー

個人情報取扱主任者

個人情報保護士

クレディッター

シニアクレディッター

クレジット債権管理士

累計取得者数

431名

457名

540名

338名

582名

124名

306名
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全員が快適に働ける職場をめざし、個々人が能力を発揮できる機会を均等に提供するとともに
成果に基づいた正当な評価・公平な処遇を行い、社員一人ひとりが安心して業務に取り組めるよう
継続して職場環境の改善に努めています。

従業員とともに

多様性を尊重した採用・育成をしています
多様な人材を尊重しています。また、従業員全員が仕事を通じて成長できるよう、
キャリアアップ制度も整備しています。

人材の多様性を尊重

当社では、さまざまなお客さまのニーズを

理解し、商品やサービスの改善に反映できる

ように、人材の多様性を重視し、採用・育成に

取り組んでいます。

障がいをもつ方の採用

障がいを一つの個性ととらえ、区別なく募

集・採用を行っています。また、働きやすい環

境を整備した「ビジネスサポートセンター」を

中心に多種多様な業務に配属しており、雇用

状況は、法定雇用率1.8％を上回る1.91％

となっています。今後も積極的に障がい者雇

用を推進していきます。

外国籍の方の採用

アジアを中心とした当社の海外事業展開に

対応するために、アジア出身の留学生の方を中

心に国籍を問わない募集・採用をしています。

女性の登用と多様な働き方への支援

採用・昇進・昇給をはじめ、すべての処遇

において性別による区別は一切ありません。

さらに、能力を発揮した女性の管理職への登

用を進めています。

また、結婚・出産後も安心して活躍できるよ

うに、育児休暇を中心とした支援制度の拡充

を図っており、次世代育成のための働きやす

い職場環境の整備を行い、2007年3月に育

児休職・育児勤務規定の改定を行いました。

今後も、さらなる能力発揮とキャリア形成

の機会均等を実現するために、環境の整備を

行っていきます。

フレックス社員の登用

フレックス社員が能力を十分に発揮し、や

りがいをもって長く勤められるよう職場環境

の改善を図るとともに、上位職への昇格制度

や社員への登用制度を設けています。
バックアッププログラム�階層別研修�

●接客技術向上セミナー�
●電話対応セミナー�

新登用研修　資格（職級）に応じた7段階セミナーを実施�

実務技能研修�

●マネジメント研修�
●企業論・組織論・�
　リーダーシップ論�

●経営管理トレーニング�
●経営シミュレーション・�
　意思決定�

実務担当� 部門責任者� 候補� 経営幹部�

コンプライアンス研修　個人情報保護研修・行動規範研修・人権研修※1を毎年実施�

新入社員研修　内定者研修、入社前研修、入社半年後研修を実施�

中間社員研修　入社時に、中間採用者セミナーを実施�

資格取得�
●コンプライアンスオフィサー�
●個人情報保護士�
●クレジット審査業務能力検定一般コース�
●クレジット審査業務能力検定上級コース�
●クレジット債権管理士�
●クレジット債権管理士上級資格�
●個人情報取扱主任者�
●貸金業務取扱主任者�
●第二種衛生管理者�

通信教育�
●クレジットビジネス推進講座・公的資格取得・�
　教養各講座（286種）受験斡旋・援助制度�

海外視察�
●各種海外研修�

イオンクレジットの教育体系図

キャリアアップ制度の整備

入社時教育や資格に応じた新登用教育、実

務技能教育を通して、コミュニケーションス

キルやマネジメントスキルを学ぶ階層別教育

を実施するとともに、個人情報保護士やクレ

ジット債権管理士といった公的資格取得を通

じた法的知識取得の支援を行っています。

公的資格取得支援

公的資格取得推進のため、クレジット債権

管理士をはじめとする8資格について、受

講・受験の案内や申し込み取りまとめを行っ

ています。また、講座修了者には受講料の半

額を返金、さらに検定合格者には賞与とあわ

せて報奨金を支給。会社全体で資格取得のバ

ックアップを行っています。これまでに累計

で約3千名がこの制度を利用し、資格を取得

しました。

2007年には、社内報「ホットライン」で各資

格の紹介、試験の出題傾向と対策を掲載し、従

業員に対して資格取得への啓発を行いました。

おもな公的資格取得実績

育児休暇取得人数

産前産後休暇取得人数

2005年度

4名

5名

2006年度

14名

10名

2007年度

29名

20名

各種休暇制度取得者実績

女性管理職数

障がい者在籍数

外国籍者在籍数

2005年度

11名

34名

2名

2006年度

23名

45名

10名

2007年度

18名

44名

9名

多様性に関する指標実績

2007年度合格者

95名

169名

91名

121名

151名

38名

43名

※1毎年、全従業員を対象に人権研修を実施し、人権に関する意識の徹底に努めています。

また、セクシャルハラスメント防止のため、専用の相談窓口を設置しています。
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働きやすい職場環境づくりをしています
一人ひとりが気持ちよく働けるよう、
快適な職場環境づくりに努めています。

「次世代育成支援推進企業」認定

当社はこれまで、育児休暇制度の充実、変

形労働制の導入など、働きやすい環境づくり

に努めてきました。2007年度は、2005年

4月に施行された「次世代育成支援対策推進

法」の行動計画に則り、就業規則の改定や育

児休暇取得を推進しました。こうした取り組

みの結果、2007年4月、東京都労働局より

「次世代育成支援推進企業」として認定されま

した。この認定は、次世代育成支援対策推進

法に基づき、従業員が働きやすい環境づくり、

労働条件の整備などに関する具体的な行動計

画を策定、一定の基準を満たした企業が認定

されるものです。

労使協議による
よりよい職場づくり

労働組合（イオンクレジットサービスユニオ

ン）は会社と従業員のよりよい協調関係をめ

ざして、半期ごとに労使協議会を開催してい

ます。職場環境の向上、フレックス社員（パー

トタイマー）の組合加入、次代を担う人材育

成の支援などについて協議しています。

また、社内報にユニオンの活動を紹介した

「UNION通信」を掲載し、よりよい職場づくり

のための情報提供をしています。

公平な人事評価制度

個人の能力、実績を公平に評価しています。

人事評価は年2回実施され、上長との面談、

目標の達成度および成果によって決まります。

また、クレジット債権管理士、個人情報保護

士など各種資格取得状況も加味されます。

さらに、自己申告制度を採用し、従業員が

待遇や仕事内容、将来への希望を年1回提出

することで、個人の意志を確認し、従業員一

人ひとりの自己実現に繋げています。

従業員のからだとこころの
健康管理

従業員は、企業にとって大切な財産であり、

従業員の健康は、企業に活力をもたらします。

当社では、40歳未満の従業員も対象とした

人間ドックを実施しています。2006年11月

には、全社において業務時間内の禁煙を徹底

しました。また、新型インフルエンザへの対

策として、うがい薬の設置や従業員向けの研

修会を実施しました。

2008年2月には、当社の産業医を迎えて

メタボリックセミナーを実施。生活習慣病の

発症リスクが極めて高い状態（メタボリックシ

ンドローム）について、リスクが高い従業員の

現状の回復方法と、予防方法をご講演いただ

豊かな生活を実現する
福利厚生制度

当社は、イオングループの総合共済会「グ

ッドライフクラブ」に加入しています。「グッド

ライフクラブ」では、ホテルやレジャー施設の

割引など多様な余暇支援や自己啓発をサポー

トする福利厚生の充実に力を注いでいます。

また、出産・育児に関する従業員の掲示板

「出産・育児フォーラム」をインターネットで

運営しています。近年求められているメンタ

ルヘルス対策には、専用の相談窓口を設けて

います。

「従業員うけたまわりカ－ド」
制度の導入

多くの従業員が働く事務集中センターに

おいて、職場環境についての要望や意見を上

司に伝える機会が少ないとの声を受け、要望

や意見を所属長に伝えるコミュニケーション

ツールとして「従業員うけたまわりカード」

制度を2007年9月より導入しました。所属

長は、現状の職場の課題を把握するとともに

改善策を検討のうえ掲示板に回答を掲示す

ることで、すべての従業員にフィードバック

を行います。

この制度によって、これまで加湿器の増設、

トイレの便座クリーナー配置などが実施され

ました。これからもより働きやすい職場づく

りに取り組んでいきます。

今後は、各種制度

の充実など、ワー

ク・ライフバランス

の支援に配慮しなが

ら、さらなる働きや

すさの実現に取り組

んでいきます。

メタボリックセミナー

「従業員うけたまわりカード」

ユニオン通信

「次世代育成支援推進企業」

認定事業主マーク

きました。また、そのセミナーの様子を従業

員がいつも視聴することができるよう、イン

トラネットで公開しました。

メタボリックセミナー資料
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私たちは、クレジットカード事業を通じて、お客さまとともに、
環境と社会に対してできることを一歩一歩実現していきたいと考えています。

環境と社会への思いやり

事業を通じた環境保全・社会貢献活動をしています
クレジットカードを通じた環境保全・社会貢献活動に
積極的に取り組んでいます。

環境マネジメントシステム

当社は、環境保全活動をより計画的に管理、

推進するための環境マネジメントシステム

ISO14001※1認証を2001年7月に全事業

所で取得しました。紙資源や電力の使用量削

減、グリーン購入率の向上、ボランティア清掃

活動など、具体的な数値目標と行動計画を設

定し、継続的に取り組みを進めています。

※1

環境方針

私たちイオンクレジットサービスは、「お客さまの未来と信用を活かす生活応援企業」

を経営理念に掲げ、クレジットカード事業をはじめとする総合ファイナンス事業を通

じて、価値ある商品とサービスの提供に努めてまいります。

同時に、私たちイオンクレジットサービスは、環境保全の配慮を企業市民の義務と認

識し、事業が環境に与える影響を意識し、自ら積極的・継続的に環境保全活動に取り

組んでまいります。

1. 環境に配慮したカード素材の利用をはじめ、環境に優しい製品の使用に努め、環

境保全と汚染の予防に取り組んでまいります。

2. 省資源・省エネルギーへの取り組み等、環境保全の意識の向上と資源の有効活用

に努めてまいります。

3. 環境に関する法規制及び当社が受け入れを決めた要求事項を遵守いたします。

4. 自らの責任において環境保全のための目的・目標を設定し、その実現を目指すた

めの推進体制を整え、定期的な見直しを行い、環境保全活動の継続的な推進・改

善に努めてまいります。

5. 環境方針は環境教育を通じて全従業員に周知徹底してまいります。

6. 環境方針を広く公開するとともに、積極的な情報の開示や環境保全活動への支援、

植樹活動や、社会貢献活動に努めてまいります。

著しい環境側面

当社では、以下の9項目を「著しい環境側面」

（イオンクレジットサービスが環境に影響を

およぼし得る大きな要素）ととらえていま

す。これらを踏まえ、当社の環境方針、環境

目的および今年度の目標を策定していま

す。

1. 紙の使用

2. 電気の使用

3. 廃棄物の排出（紙類）

4. 社用車の使用

5. 業務システムの見直し

6. 各種キャンペーン企画立案

7. グリーン購入の推進

8. 分別・リサイクルの推進

9. 植樹活動支援

1.クレジットビジネスを通じた環境保
全活動「ときめきポイント」を通じた
環境保全活動への参画促進

1.クレジットビジネスを通じた環境保全活動
「ときめきポイント」やカード決済を通じ、
寄付先としての環境保全団体を拡大し、
お客さま参画型の環境保全活動を推進します。

2007年度環境目標 2007年度環境実績 自己評価環境目的（2008年度達成）

コスモ石油と提携したコスモ・ザ・オーパス
「エコ」カードの発行

2.省資源・省エネルギーの推進 2.省資源・省エネルギーの推進
①1m2あたりの電気使用量2006年度比
5％削減

②OA用紙購入量2006年度実績比5％削減

目標14.28kWh/m2に対し、
実績15.01kWh/m2（対目標105.1％）

1m2あたり0．03kWhの節電の効果
（全社の電気使用量CO2換算：17,707,402kg-CO2）

3．グリーン購入率100％達成 3.グリーン購入の徹底
事務用消耗品費のグリーン購入比率を
95％に高めます。

事務用消耗品本社一括購入実施

自社専用事務用消耗品電子カタログ完成

グリーン購入比率95.2％達成

4．環境保全活動の推進
①全事業所での
環境保全活動実施の徹底
②環境保全活動推進精度の制定

4.環境保全活動の推進
植樹活動へ参加する環境保全活動を
実施します。

国土緑化推進機構へのときめきポイント寄付

イオン環境財団主催の国内外植樹活動参加
2007年度植樹活動従業員参加数
●中国青島（チンタオ）植樹 2名
●北海道支笏湖植樹 9名
●三重県宮川村植樹 6名
●秋田下浜海岸植樹 4名
●中国万里の長城植樹 12名
●愛知県おおだの森植樹 5名
●大阪府見山の森植樹 14名 等　合計65名

環境月間（6月・10月）
マイバッグ持参、ふろしき持参活動
マイ箸運動

イオン・デー清掃活動
全国の支店営業所、事務センター、
本社（千代田区）、子会社での
ボランティア清掃活動

目標15,247,040枚、実績17,526,670枚
（対目標114.9％）

◎

○

◎

◎

△

◎ 目標を大幅に達成　○ 達成　△ 改善はしたが未達成

2007年度の環境目標と実績

事業を通じた社会貢献活動

当社は、本業であるクレジットカードを通じ

てさまざまな社会貢献活動を行っています。

とくに、カードの使用による寄付など、日々の

暮らしのなかでお客さまと協働でできる活動

に力を入れています。

ときめきポイントによる寄付活動

カードご利用によって貯まる｢ときめきポ

イント｣を、お客さまのご意思で、社会福祉法

人　日本点字図書館、社団法人　国土緑化推

進機構に寄付いただいています。この寄付金

は、日本点字図書館ではワンブック・プレゼ

ントとしてこれまでに456冊の点字や録音

図書の製作に役立てられました。また、国土

緑化推進機構では緑の募金として植林・樹木

整備のために役立てられました。今後もカー

ドを通じたお客さまの善意をお届けしていき

ます。

社会貢献型カードの発行

当社は、社会貢献型クレジットカードとして

日本点字図書館カード、紀州レンジャーカー

ド、コスモ・ザ・カード・オーパス｢エコ｣を発

行しています。お客さまのカードご利用金額

の一部や寄付金を提携先へ寄付し、提携先さ

まを通して環境保全・社会貢献活動をサポー

トしています。

日本点字図書カードは、1枚発行するごと

に1,000円、お客さまのカードご利用金額

1,000円ごとに2円を、当社から日本点字図

書館へ寄付し、点字図書や録音図書の製作に

充てられています。

紀州レンジャーカードは、NPO法人和歌山

県観光医療産業創造ネットワークと提携し、

カード売上の一部を｢世界遺産の森林（もり）

を守ろう基金｣へ寄付するものです。寄付金

は、森林の保全活動に充てられています。

コスモ・ザ・カード・オーパス｢エコ｣は、コ

スモ石油エコカード基金を通じ、環境保全や

環境教育に役立てられています。

日本点字図書館カード

紀州レンジャーカード

コスモ・ザ・カード・オーパス

｢エコ｣

当社のイオン1％クラブ拠出金内訳

支援事業�
及び寄付�
5.9％�

その他の事業活動費�
34.0％�

計�

165,259,664円�

地域の文化、社会振興�
13.4％�

国際的な文化・�
人材交流、�
人材育成�
20.8％�

�

その他�
7.3％�

環境保全　18.8％�
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企業市民として地域社会へ貢献しています
大小さまざまなコミュニケーションを通じて、
地域と社会に対して積極的に貢献しています。

従業員によるボランティア活動

社会福祉施設へのボランティア訪問

障がいを持つ方の社会参加の促進と福祉

の増進への寄与を目的に、全国の社会福祉施

設へ寄付を行っています。継続的な交流とし

て2007年度はこれまでに寄付を行った42

施設へ合計137名の従業員が伺い、ボランテ

ィア活動を行いました。

イオン・デーの清掃活動

毎月11日のイオン・デーに地域貢献と環

境活動として勤務事務所周辺地域の清掃活動

を行い、2007年度は合計2,533名が活動

しました。

新しい校舎で学ぶ子どもたち（ラオス）

ラチャウィティー・ホーム（タイ）

イオン1％クラブ・
イオン環境財団への参加

「イオン1％クラブ」は、「環境保全」「国際的

な文化・人材交流」「地域の文化・社会の振興」

を柱に、イオングループ各社が拠出した税引

前利益の1％を活動資金とし、国内外で幅広

い社会貢献活動を推進しています。

当社は、イオン1％クラブに事業費を拠出

するとともに、災害時の寄付活動にも参加。

2007年3月に行われたラオス学校開校式ツ

アーには、社員ボランティアとして2名が参加

し、現地の子どもたちとの交流を行いました。

また、財団法人イオン環境財団の取り組み

にも積極的に参加し、2007年は国内外で13

ヶ所の植樹活動に、当社従業員とお取引先さ

まをあわせて65名が参加しました。20周年

記念として、イオンクレジットサービス（アジア）

がイオンストアーズ（香港）、イオン環境財団と

ともに植樹を主催。約400名のボランティア

により約2万本の植樹が行われました。

タイ・イオン財団の設立

タイ・イオン財団は、環境の保全、教育の振

興および人材の育成、公共の利益への寄与を

目的として、2007年4月に設立されました。

2007年度は、12月にタイの女子専用孤児

院であるタイ・ラチャウィティー・ホームでのボ

ランティア活動を行いました。ここでは、5歳

から12歳までの身寄りのない女児450人が

生活をしています。タイ・イオン財団では、孤児

たちへ食事提供、文具の配布を含む合計20

万バーツ（約65万円）の寄付を行いました。

また、12月には教育支援団体であるタイ

CCF（クリスチャンチルドレンズファンド）を通じ

た教育支援活動を実施。家庭の事情により就

学が困難な子ども15名に対し、1人あたり年

間6千バーツ、合計10万バーツ（約33万円）を

寄付し、奨学金として役立てていただきます。

イオン環境教育基金の活動

香港のイオンクレジットサービス（アジア）

は、税引き前利益の１％相当額を拠出し、「イ

オン環境教育基金」を運営しています。

今回、私たちにとって初めてのクリスマス交流会に参加でしたので、事前に何度

もお電話で交流させていただきました。職員の方からは、施設利用者の多様な障が

い状況、専門家でないと補助できない事柄の説明、施設外の人々との交流の大切さ

など、お話を伺ってからの参加でした。当日は、可愛らしい手作りの「クリスマス

交流会プログラム」をいただき、施設利用者の歌やゲームなどの催し見学と昼食準

備のお手伝いをしました。クリスマス交流食事会では班ごとに1名ずつ当社従業員

が参加させてもらい、食事をしながらお話をして楽しくすごしました。年齢や障が

いの程度の違いがあってもとても楽しく和やかな雰囲気に、当初の心配が嘘のよう

に時間を忘れ一緒になって楽しむ事ができました。今回のクリスマス交流会は、施

設の方にとっても初めての企画であったとの事でしたが、今後もお互いの顔が思い

浮かぶような親しみのある交流を続けていきたいと思います。

高松営業所　曽川さん

Column

イオン環境の家（香港）

社員の声「クリスマス交流会に参加して」

イオン環境の家計画

学生の環境保護への関心や興味を深めるこ

とを目的として、ホー・クーン自然教育センタ

ーにて「イオン環境の家計画」という環境教育

プログラムへの後援をしています。

「イオン環境の家計画」では、環境に配慮し

た電化製品の利用体験や、ホームページ上で

のゲームを通じて環境問題についての理解を

深めることができます。イオン環境教育基金

は、この計画に20万香港ドルを援助。事前に

申請すれば誰でも自由に講義を受けることが

できます。

香港特別行政区優秀学生コンテスト2007

開催

バランスのとれた人間性と常識を中学生た

ちに学んでもらうことを目的に行われている

「香港特別行政区優秀学生コンテスト」に後援

として参加、20万香港ドル（約265万円）を

寄付しました。このコンテストは、毎年決め

られたテーマについてレポートするもので、

今年のテーマは「環境問題の解決法」でした。

選出された成績優秀者上位10名には研修旅

行が与えられ、2007年7月に広州大学、北

京大学、山西大学の学生たちと交流し見聞を

広めました。
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ガバナンス体制の強化
企業価値のさらなる向上をめざして、継続的にガバナンス体制の強化を行い、
CSRの推進に取り組んでいます。

コーポレート・ガバナンス

当社は、経営の基本方針および、中期ビジ

ョンを実現し、企業価値を継続して向上させ

るため、取締役会などの意思決定機関におい

て、経営課題に対する十分な討議および検証

健全な事業活動の継続のために、
コーポレート・ガバナンス体制の強化と
コンプライアンス・行動規範の推進に力を入れています。

CSR活動の向上のために

※1：

4名すべて社外監査役

を行うことを基本としています。また、意思決

定の過程における客観性および経営全般に

関するコンプライアンス確保のため、経営監

視機能および内部統制機能の強化に継続的

に取り組んでいます。

取締役会では対処すべき経営課題について

議論、検証を行った上で経営判断し、また、政

コンプライアンスという言葉には、法令や

企業倫理の遵守という意味だけではなく、ス

テークホルダーさまからの「期待・願い・要望

に応える」という意味もあると当社は考えて

います。当社は、当社が社会から信頼され、

社会に貢献し続けていくために最も基本的な

取り組みである法令遵守はもとより、お客さ

まの安全・安心の提供や環境保全・人権・公正

な労働基準・安全衛生などに対しても自主的

に取り組んでいます。

そのなかでも、お客さまの個人情報を安全

に管理する｢個人情報保護｣、社員としての行

動の指針となる｢行動規範｣、多様性を理解し、

差別を排除する｢人権｣を重視し、定期的な研

修の中で全従業員の理解を深めています。

改正貸金業法への対応

2007年12月、改正貸金業法が施行され

ました。当社ではこれまでも、法令を遵守し、

独自の「債権管理マニュアル」に基づいて業務

を遂行してきましたが、法改正に伴いマニュア

ルを改訂。朝礼時やミーティング時に担当部

門全員でマニュアルの読み合わせを改めて行

い、改正への対応について周知徹底しました。

コンプライアンス

CSR本部

●お客さまサービス推進室：お客さまの声を活かした業務改善・サー
ビス向上を推進します。

●品質管理室：品質ISOを軸とした業務ルールの遵守および環境・社
会貢献活動を推進します。

●個人情報保護課：個人情報保護の強化・推進に取り組みます。

●法務室：各種法的対応の窓口となっています。

●内部統制推進プロジェクトチーム：内部統制制度構築に取り組み
ます。

社長直轄の委員会

●CSR委員会：情報セキュリティの全社的推進、個人情報の適正な
保護に関する検討・各部門間の調整をはかっています。重要課題
である個人情報保護に迅速に対応するため役員を始めとした各部
門長で組織しています。

●品質・業務改善委員会：お客さまの声や従業員の提案をもとに業
務改善をはかり、全社的なサービスの質的向上を牽引しています。
お客さまサービス推進室を事務局とし、あらゆる部署・職位のメ
ンバーで構成されています。

株主総会�

本社部門、支店、営業所、事務センター、連結子会社�

政策検討会議�

取締役会� 監査役会�

監査部�

会
計
監
査
人�

経営会議�
CSR本部�

CSR委員会�

品質・業務改善委員会�

お客さまサービス推進室�

品質管理室�

個人情報保護課�

法務室�

内部統制推進プロジェクトチーム�

コーポレート・ガバナンス体制図

策検討会議等を開催し、経営環境の変化に対

して迅速な経営判断が行える体制を整えてい

ます。

また、経営統治形態として監査役制度を採

用、各監査役※1は監査役会で定められた監査

方針および業務分担に従い、取締役会などの

主要な会議に出席し健全な経営のチェックを

行っています。

当社はCSRを全社的に推進するため、

CSR本部を配置し、5つの組織が具体的な推

進施策を管理しています。また、社長直属の

委員会を設置し、各課題を部門横断的に討議、

経営に反映させています。なお、日本版SOX

法への対応は2007年度より専任プロジェク

トチームを立ち上げ、さらなる内部統制の強

化を図っています。

※2：

内部統制システムの基本方針を含め詳細は

コーポレート・ガバナンス報告書にてご報告しています。

http://www.aeoncredit.co.jp/aeon/activity/index.html

当社は、2007年度よりさまざまな事業リ

スクを適切に管理するために、CSR本部に内

部統制推進プロジェクトチームを発足させ、

業務プロセスの見直しを中心とした制度構築

を進めています※2。同時に、制度の運用、モ

ニタリング体制などの機能強化にも取り組ん

でいます。

内部統制システムの構築
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行動規範の推進
すべての事業活動の基本的な考え方となる行動規範について、従業員一人ひとりが
日々の活動に落とし込んで遵守できるよう積極的に浸透、定着のための活動を行っています。

イオングループには「すべてはお客さまの

ために」という基本理念があります。この理念

を従業員全員が共通の価値観として持ち、法

令の遵守、コンプライアンスの強化を図るた

め、「イオンクレジットサービス社員の行動規

範」に従業員一人ひとりが日常の業務のなか

で守るべき規律や姿勢、心構えを具体的に定

め、配布しています。

また、従業員を対象とした行動規範研修な

どを通じて、継続的に行動規範の遵守を徹底

しています。

行動規範の推進

株主・投資家、お取引先さまとのコミュニケーション
株主や投資家の皆さまに当社を理解していただき、より一層の信頼を得ることを目的とし、
公正かつ迅速・正確に会社情報を提供しています。

双方向のコミュニケーション

アナリスト、機関投資家さまに向け、年に2

回の決算説明会を開催するほか、IR担当役

員・担当者によるスモールミーティング、個別

取材対応は年150回以上行っています。

また、2007年度は、より多くの個人投資家

さまへ当社をご理解いただくために個人投資

家さま向け会社説明会を実施いたしました。

今後も引き続き、個人投資家の皆さまへの情

報開示の取り組みに力を入れていきます。

最優秀企業ホームページに選定

日興アイ・アール株式会社の「2007年度全

上場企業ホームページ充実度ランキング調

査」において総合ランキング最優秀企業ホー

ムページに選定されました※1。この調査は

「分かりやすさ」「使いやすさ」「情報の多さ」

の3視点で全上場企業3,988社（2007年5

月末時点）のホームページを評価し、一定の

基準を満たした企業を選定するものです。ま

た、大和インベスターリレーションズ株式会

社の「2007年インターネットIRサイトの優秀

株主・投資家の皆さまとの
コミュニケーション

企業倫理上の問題、日常業務の問題につい

て職場での解決が困難な時に、事実調査と対

応・改善解決策を図り、企業の自浄を図る観

行動規範110番の設置

イオンクレジットサービス社員の行動規範
記載項目とおもな内容（抜粋）

Ⅰ お客さまへの誓い

「承りカード」「業務改善提案書」によるお客さまの声を活かしたサービスの改善、個人情報の保護、

クレジット関連法令の遵守

Ⅱ 地域社会とイオン

募金・寄付活動への積極的な参加、環境保全・社会貢献活動への積極的な取り組み、

省資源・省エネルギーの実践

Ⅲ 取引先とイオン

取引先とのパートナーシップ、取引先選定の留意点、健全な取引関係、

契約の遵守、守秘義務契約の締結

Ⅳ 株主とイオン

IR活動のための迅速な報告と透明な情報公開、健全な成長と株主利益の実現、

利益供与やインサイダー取引の禁止

Ⅴ 働きがいのある職場の実現に向けて

各人による創造と革新、積極的な能力開発と人材育成、人権の尊重、労働環境の整備と安全確保、

ルールの厳守

※行動規範110番

加盟店さまなどのお取引先さまは、当社に

とってなくてはならないビジネスパートナー

です。当社は、イオンクレジットサービス社

員の行動規範の遵守を通じて、お取引先さま

と信頼に基づいたパートナーシップを築いて

います。また、会社案内や事業報告書などの

ツールにより、当社をより詳しく知っていた

だくよう努めています。

お取引先さまとの
コミュニケーション

IRサイト

http://www.aeoncredit.co.jp/aeon/

個人投資家さま向け会社説明会IR優秀企業賞

※2

企業賞」に4年連続で選定されました※2。今

後も当社をわかりやすく知っていただくため

の情報開示に努めるとともに、サイトを通じ

たコミュニケーションに力を入れていきます。

国内法人�
50.69%

外国法人�
26.6%

金融機関�
13.98%

証券会社等�
1.88%

その他�
0.08%

外国法人�
1.97%

個人�
6.29%

国内法人�
0.85%

金融機関�
0.42%

証券会社等�
0.28%

個人�
96.46%

株式数比率� 株主数比率�

発行済株式総数�
156,967,008株�

株主数�

15,527名�

株式の状況（2008年2月20日現在）

点から「イオンクレジットサービス行動規範

110番」※を設置しています。通報や相談は、

行動規範や法令に反する行為を未然に防ぐこ

とを目的として、専用電話やイントラネットの

メール、Eメール、手紙で、フレックス社員を

含む全従業員から受け付けています。相談し

た従業員のプライバシー保護も徹底していま

す。従業員からの相談や質問によりこれまで

想定していなかった問題点の把握を行い、行

動規範等の改定やリスクに対する処置にもな

ると考えています。

イオン行動規範推進リーダーの配置

各事業所に2名以上、全国で302名のイオ

ン行動規範推進リーダーを配置しています。

リーダーは、所属長や教育担当者を中心に、

ケースメソッドを中心とした養成研修を受講

し、自部署内での行動規範の推進を行ってい

ます。2007年度は新たに58名が養成研修

を受講しました。

※1

日興アイ・アール「最優秀

企業ホームページ」



2007年実施募金活動

（お客さまと従業員からの

募金）

従業員定例募金

自動販売機募金

日本点字図書館カード

紀州レンジャーカード

コスモ・ザ・カード・オーパス「エコ」

ときめきポイント2007寄付

タイ・イオン財団

香港イオン環境教育基金

イオン1％クラブへの拠出金

募金総額

使用済み切手

テレホンカード

外国コイン
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環境会計

石川能登地方地震支援募金

ラオス学校建設支援募金

新潟県中越沖地震2007募金

24時間テレビ30チャリティー募金

パンダ絶滅を阻止しよう！クリスマス募金

指標

募金・寄付活動
募金期間

2007年3月26日～4月10日

2007年4月21日～6月20日

2007年7月17日～7月31日

2007年7月6日～8月31日

2007年11月17日～12月25日

2007年2月21日～2008年2月20日

2007年2月21日～2008年2月20日

2007年2月21日～2008年2月20日

2007年2月21日～2008年2月20日

2007年2月21日～2008年2月20日

─

2007年2月21日～2008年2月20日

2007年2月21日～2008年2月20日

2007年2月21日～2008年2月20日

197,379,227円

2007年2月21日～2008年2月20日

2007年2月21日～2008年2月20日

2007年2月21日～2008年2月20日

寄付先

被災地の地震対策本部

財団法人日本ユニセフ協会

新潟県

日本テレビ24時間テレビチャリティー募金委員会

中華人民共和国駐日本国大使館

世界遺産の森林を守ろう基金

コスモ石油エコカード基金

社会福祉法人 日本点字図書館

社団法人　国土緑化推進機構

ラチャウィティー・ホーム等

イオン環境の家計画等

社団法人日本キリスト教海外医療協力会

財団法人緑の地球防衛基金

財団法人日本ユニセフ協会

マネジメント

多くの方とのかかわりを大切にします
カード会員さまをはじめとする、
お客さまとの双方向のコミュニケーションを大切にしています。

カード会員誌MOM（モム）

年間購読を希望された会員さまに毎月お届

けしている会員誌｢MOM｣では、各種キャン

ペーンや新サービスなど当社からの情報をご

案内するほか、読者から寄せられるさまざま

な声を、当社およびグループ各社にフィード

バックし、顧客サービスの向上につなげてい

ます。

会員さまとのコミュニケーション

カード会員誌MOM

社内報ホットライン

役員�
0.6％�

株主さま�
14.7％�

金融機関など�
20.4％�

事業収入�
181,076

その他の�
収入�
3,113

供給業者への支払い※1�
110,828

付加価値の�
創出�
71,711

2008年2月期有価証券報告書より�

従業員�
27.0％�

内部留保�
15.8％�

行政�
21.5％�

収入と支出� 付加価値の分配�

その他の�
費用・損失�
1,650

収入と支出・付加価値の分配 （単位：百万円）

当社では、経済的付加価値分配内訳、環境・社会貢献活動に

関する指標を用いて、環境保全活動や社会貢献活動への取り

組みを定量的に把握しています。

社会への経済的付加価値の分配

当社は、金融サービスを中心とした事業活動により、お客さ

まに質の高いサービスを提供し、生み出された経済的付加価

値を株主・投資家の皆さま、従業員、行政に分配しています。こ

の分配の内訳を明らかにすることは、当社が社会に与える直接

的な影響を客観的に表すために有効であると考えています。分

配計算にあたっては、数値の信頼性を確保する観点から、財務

会計を構成する各勘定科目を適宜組み替えて作成しています。

環境・社会貢献活動に関する指標

当社では、環境・社会貢献活動に関する取り組みを客観的に

測るために指標を定め、年度ごとに取り組みを行っています。

植樹活動

福祉施設へのボランティア参加

イオン・デーでの清掃活動

指標

従業員による社会貢献活動
2006年度

5ヶ所23名参加

36施設103名参加

66事業所3,129名参加

2007年度

13ヶ所65名参加

42施設137名参加

43事業所2,533名参加

1m2あたり電気使用量

CO2排出量※2

電気使用量

社有車ガソリン給油量

OA用紙購入量

グリーン購入金額

指標

環境とのかかわり
2006年度

15.05kWh/m2

3,023t

5,658,297kWh

303,104L

16,550,301枚

14,852,226円

2007年度

15.01kWh/m2

3,003t

6,416,870kWh

239,909L

17,493,571枚

14,859,432円

※1：グリーン購入費14,859,432円を含む

従業員への情報発信

社内情報を共有するツールとして社内報

『HOT LINE』を、全従業員に配布しています。

当社の現状や目標、先進的な取り組み事例の

紹介にくわえ、加盟店さま、提携先・お取引先

さまの情報を掲載し、従業員一人ひとりのロ

イヤリティーと知識を高められるよう取り組

んでいます。

イオンカードネットブランチ

カード会員さま向けのWebサイト｢イオン

カードネットブランチ※1｣では、｢キャンペーン

情報｣や｢カード優待・特典｣のご案内をしてい

ます。

また、当社が発行するカードにてイオンネ

ットメンバーにご登録いただくと、｢請求内容

照会｣や｢カードご利用可能額照会｣等をご確

認いただける｢イオンネットメンバー情報サ

ービス｣がご利用いただけます。

電話だけではなく、Web上でもお客さまの

ご意見・ご質問を承っています。お客さまの

ご要望にお応えできるようなWebサイトをめ

ざし取り組んでいます。

イオンカードネットブランチ

web問い合わせ画面

※1：

http://www.aeoncredit.

co.jp

※2：CO2排出量は、電気使用量・ガソリン給油量・OA用紙購入量から算出しています。
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イオンクレジットサービス株式会社　クレジットカード事業�

エヌ・シー・エス興産株式会社（現・イオン保険サービス株式会社）　保険代理店事業�

エー・シー・エス債権管理回収株式会社　サービサー事業�

カード会員数：1,553万人�

AEON CREDIT SERVICE（ASIA）CO., LTD.�
  香港、クレジットカード事業�

カード会員数：101万人�

AEON INFORMATION SERVICE（SHENZEN）CO., LTD.�
  中国・深　、コールセンター事業�

AEON CREDIT GUARANTEE（CHINA）CO., LTD.�
  中国・北京、信用保証事業�

PT. AEON CREDIT SERVICE INDONESIA�
  インドネシア、個品あっせん事業�

AEON THANA SINSAP（THAILAND）PLC.�
  タイ、クレジットカード事業�

ACS CAPITAL CORPORATION LTD.�
  タイ、リース事業�

ACS INSURANCE BROKER（THAILAND）CO., LTD.�
ACS LIFE INSURANCE BROKER（THAILAND）CO., LTD.�
  タイ、保険代理店事業�

ACS SERVICING（THAILAND）CO., LTD.�
  タイ、サービサー事業�

カード会員数：165万人�

AEON CREDIT SERVICE（M）BERHD�
  マレーシア、クレジットカード事業�

カード会員数：9万人�

AEON CREDIT SERVICE（TAIWAN）CO., LTD.�
  台湾、個品あっせん事業�

AEON CREDIT CARD（TAIWAN）CO., LTD.�
  台湾、クレジットカード事業�

カード会員数：11万人�

事業概要 2008年2月20日現在

国内・海外ネットワークおよびカード会員数

第三者の評価

人の暮らしは、ものやサービスを利用しなければ成り

立たず、それら商品を選択、購入するという暮らしには、

お金がついてまわります。持続可能な暮らしを考えると

き、これらお金の使い方を抜きには考えることができま

せん。かつてのお金は購入の手段でしかありませんでし

たが、現在はお金も商品となる時代です。そのような複

雑な社会構造のなかにあって、消費者に一番近いところ

にいるクレジット会社として、イオンクレジットサービス

は消費者とどのようにコミュニケーションをしようとさ

れているのか、その辺りを中心に今年度のCSRレポート

を読ませていただきました。

トップコミットメントでは、お客さまとの関わりについ

ては最重要課題と考えられていることが十分読み取れま

す。きめ細かで便利で、そして安全なカードという消費者

ニーズに応えようと心を砕かれています。欲をいえば、

さらにもう一歩踏み込んだ消費者ニーズの掘り起こし、

つまりクレジット企業としてのCSRの情報提供とコミュ

ニケーションについての記載があれば、よかったと思い

ました。

お客さまの声に対応した改善事例や新たなサービスの

提供など、品質改善に努めておられることがわかり、個

人情報保護についても、海外も含めた情報セキュリティ

マネジメントシステムの認証をはじめ、各種認定を受け、

きちんと対応されていることがわかりました。

ひるがえって消費者は、クレジットカードの便利さはわ

かっていても、その成り立ちや仕組みを今までに学習し、

理解できているかというと、そうではないのが現状です。

平成18年には国内のカード発行枚数が3億枚に近づこう

としています。市場には商品が溢れかえり、手元には後払

いのクレジットカードがあるという状況で、どのようにカ

ードを自己管理するのかが、消費者にとっては大問題です。

環境との関わりという点からも、消費を煽るようなカード

の使い方は、資源や地球温暖化の点からも環境負荷が大

きく、絶対に避けなければなりません。つまり、どこまで

消費者に近づいて、環境を考慮したクレジットカードの使

用に関しての情報提供ができるか、その点がもう一歩踏

み込んだ情報提供と申し上げたことの一例です。

今後のイオンクレジットサービスのCSRに、持続可能

な暮らしに向け、環境を考慮したクレジットカードの使用

に関しての情報提供や金銭教育という柱が加わることを

期待しています。

辰巳菊子氏
社団法人日本消費生活アドバイザー・

コンサルタント協会

国内・海外�
従業員数（連結）�

合計4,543人�

インドネシア　16人�

ベトナム　1人�

日本　977人�

�

�

香港　335人�

�

�

�

タイ　1,752人�

中国　263人�

台湾　63人�

�

�

マレーシア　1,136人�

国内・国外従業員数

2,000�

1,600�

1,200�

800�

400�

0

05年2月�

1,290

06年2月�

1,370

07年2月�

1,455

会員数（万人）�

1,507�
1,610�

1,722�

08年2月�

1,553

1,839

■単独　■連結�

カード会員数の推移
（億円）� ■単独　■連結�

30,000�

24,000�

18,000�

12,000�

6,000�

0

05年2月�

16,958

06年2月�

19,496

07年2月�

21,802

18,849�
21,830�

24,829�

08年2月�

24,112

27,567

取扱高の推移

3年連続英国FTSE社より「FTSE4Good Global」に選定

英国FTSE社が開発したSRIインデックス（社会的責任投資

の投資推奨指数）である「FTSE4GoodGlobal」の構成銘柄に、

3年連続で選ばれました。このインデックスは、CSRに関する

世界規準で、環境保全、ステークホルダーとの関係構築、人権

擁護の3つの取り組みを基準としているものです。2007年3

月現在で、全世界の優良企業719社（うち日本企業194社）に

より構成されています。


